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昭和戦前期の漢文教育に関する研究
―教育課程・教育言説・教科書の動向―
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では「異なる文化や文明との共存や国際協力の必要性を
増大」させているといわれている。そういった社会で生
きるには、自国の言語文化について知ることの重要性も
高まっているといえる。具体的には、IT化による漢字
文化の変容・常用漢字表の改正と常用漢字の増加が和製
漢語・漢文の再評価に関連することと、グローバル化の
流れがむしろ「伝統的な言語文化」（古文・漢文）とい
う日本人のアイデンティティの再評価へとつながるとい
うことである。しかしながら、時代に応じて古典学習の
捉え直しを行う必要はあるものの、それが一方的で一時
的な社会観・教育観に偏らないよう、教育史研究を踏ま
えて充分に検討しておく必要があると考える。
【注】
1）浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年〜一九
〇二（明治三五）年―」『国語教育史研究』第13号、
国語教育史学会、2012年、p. 20
2）1)に同じ、p. 24参照。なお、明治期漢文教育の役割
については次のように要約されている。
「明治期の漢文教育は、漢文読解力を育て、「漢文訓
読体」により文章表現力を育て、あわせて漢文の修
辞法を身につけさせ、日本人の思考力と読書力及び
表現力の培養に大きな貢献をした。国民の心の流通
と思想の形成に培う「言文一致体」の創造は次の時
代の課題であった。」（pp. 24-25）
3）増淵恒吉編『国語教育史資料 第五巻 教育課程史』
（東京法令、1981年、pp. 70-71）参照。
4）1)に同じ、p. 20参照。
5）石毛慎一『日本近代漢文教育の系譜』（湘南社、
2009年）pp. 160-196参照。
6）3)に同じ、p. 134所収の「中学校令施行規則中改正」
（昭和六年一月十日文部省令第二号）「第二章 学科
及其ノ程度 第七条」より引用した。
7）古田島洋介「日本漢詩文の衰亡曲線―漢詩文の伝統
はいつ滅びたのか？―」（東アジア比較文化国際会
議日本支部編・発行『東アジア比較文化研究(5)』、
2006年、pp. 68-79）参照。
8）3)に同じ、pp. 137-138所収の「中学校教授要目改正」
（昭和六年二月七日文部省訓令第五号）の「国語漢
文」の章より引用した。
9）3)に同じ、pp. 138-139所収の「中学校教授要目中
改正」（昭和十二年三月二十七日文部省訓令第九号）
より引用した。
10）3)に同じ、pp. 140-143所収の「中等学校改正教授
要目の趣旨」（昭和十二年五月文部省解説）より引
用した。
11）3)に同じ、p. 143所収の「中学校教授要目中改正」（昭
和十四年二月九日文部省訓令第三号）より引用し
た。
12）野地潤家編『国語教育史資料 第一巻 理論・思潮・
実践史』（東京法令、1981年、pp. 46-47）所収の山
形県米澤中学校教諭・坂田忠治郎「中學校に於ける
國語及漢文科の教授につきて」（明治38年月金港
堂刊・雑誌『教育界』第四巻第六号に掲載）より引
用した。
13）12)に同じ、pp. 174-175所収の東京文科大学教授文
学博士・芳賀矢一「中学校に於ける漢文を廃止せよ」
（大正	年月日、育英書院刊『国語教育』第三
巻第九号に掲載）より引用した。
14）12)に同じ、pp. 266-268所収の菅沼貴一「中等学校
漢文科教授の革新」（昭和年月日、斯文会刊、
雑誌『斯文』第一一編第九号掲載）より引用した。
15）12)に同じ、p. 275所収の石山脩平「現代教育の動向
と国語教育」（昭和13年月日、育英書院刊『国
語教育』第二三巻第四号掲載）より引用した。
16）大東文化協会編『皇国漢文読本編纂趣意書』東京開
成館、1937年、pp. 4-6
（にしおか さとし・甲子園学院高等学校非常勤講師）
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